
令和４年３月　埼玉県教育委員会

高等学校学習指導要領解説保健体育編　体育編
（平成30年7月）第２章 第２節 各科目の目標
及び内容に示されている各領域のリード文等を
参考にしましょう。

アンケートの実施やクラウド上のデータ
の整理等により実態を把握します。

資質・能力の三つの柱に基づいて設定
します。

全国体力・運動能力、運動習慣等調
査の結果を見ると、本県児童生徒の体
力合計点は高い水準であるものの、「運
動やスポーツが好き」という項目におい
ては、全国平均を下回っています。（図１）
体育・保健体育科の目標である「豊
かなスポーツライフ」を実現するため
には、運動好きな児童生徒を育成する
ことは重要です。そこで埼玉県教育委
員会では、運動好きな児童生徒育成推進委員会を設立し、運動好きな児童生徒
の育成を図っていくこととしました。
運動好きな児童生徒を育成するためには、日々の体育・保健体育の授業の充
実が不可欠です。そのため、令和３年度は主に単元計画（指導と評価の計画）
の作成に視点を当てたリーフレットを作成しました。

体育・保健体育の授業の充実を図るための視点として、令和４年度から年次
進行での実施となる学習指導要領（平成３０年告示）では、「主体的、対話的で
深い学び」に向けた授業改善が求められています。これらは、必ずしも1単位時
間の授業の中で全てが実現されるものではなく、単元や題材など内容や時間の
まとまりを見通して授業改善を進めることが重要とされています。つまり、主体
的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を考えることは、単元や題材な
ど内容や時間のまとまりをどのように構成するかというデザインを考えること
に他なりません。
そこで、本リーフレットでは、単元計画を作成する際の考え方を示しました。
年度初め、学期初め、単元開始前等に単元計画を作成する上での資料として活
用してください。
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（図１）令和３年度　全国体力・運動能力、運動習慣等調査から
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埼玉県マスコット
「コバトン」

Ⅰ　はじめに Ⅲ　単元を計画する前に確認しておくこと

Ⅱ　本リーフレットの活用に当たって
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単元計画（指導と評価の計画）を作成する際に活用してください。



学習の見通
しをもつ

自己やグループの成長を実感する
次の学びにつなげる

●❶運動の行い方を知る　●❷課題を把握する　●❸課題解決を図る　●❹新たな課題に取り組む
●❶～●❹のサイクルを繰り返す
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・三つの資質・能力の内
容をバランスよく配置
する。

・主体的な学習を行うこ
とができるようにす
る。

・様々な違いに応じた課
題や挑戦などを尊重で
きるようにする。

・多様な関わり方を経験
できるようにする。
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※１【評価機会について】
〇「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」を単元を通して適切な機会に配置する。
〇「知識」及び「思考・判断・表現」は、基本的に指導した時間に言ったり書いたりしていること等を用いて評価する。「技能」及び「主体的に学習に取り組む態度」は、指導してすぐに身に付くもので
はないことから、育成する期間を設けるため、指導と評価の時間をずらすことも考えられる。その際は該当の指導内容をいつ評価するかがわかるように、指導と評価の関連性を矢印で示す。(※３参照 )
〇最終の時間において、必要な観点や個々の生徒について最終確認を行う工夫として、「総括的な評価」を配置することも考えられる。

〇学習指導要領（平成 30年告示）に示されている内容を、育成を目指す資質・能力の三つの柱に沿って書き出す。
〇文末は「～することができるようにする。」とする。
〇本単元で指導・評価しない内容については（　　）を付けて示す。

（※2 生徒の実態に応じて設定する）
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〇既習技の復習
　（学び直し）
・マット運動
・鉄棒運動
・平均台運動
・跳び箱運動

〇マット運動と鉄
棒運動（時間の
半分で交代）

・自己に適した
技の選択及び
練習

・よい点や修正
点の指摘
・新たな課題の
発見
　（ＩＣＴ活用）

〇平均台運動と
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（時間の半分で
交代）
・自己に適した
技の選択及び
練習
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点の指摘
・新たな課題の
発見　
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〇「マット・鉄棒・
平均台・跳び
箱」の中から
最終の演技発
表とは異なる２
種目の演技を
構成する。

〇簡易演技発表会
　（２種目・五つ
の演技）
　（跳び箱は二つ
の技）
・演技しやすい
場やルールを
考える

〇グループ内で
各自が選んだ
技を見せ合う
　（体力や技能
及び性別等の
違いを活かす）

〇発表会の演技
を構成する

〇発表会での役割を
考える

〇演技発表会
（得意な２種目・
五つの技)(跳び
箱は二つの技）
・クラスで考え
た役割に応じ
て活動
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個別最適な学び・協働的な学び × ＩＣＴ機器の活用

単元の評価規準

評
価
機
会

学
習
の
流
れ

単元の目標

総
括
的
な
評
価

時 １～Ｘ 単元最終

知
時

技
思
態

0

10

20

30

40

50

学習の見通し
をもつ

自己やチームの
成長を実感する

次の学びへつなげる

【整理】本時の振り返り、まとめをする

【導入】 主運動につながる運動をする
　　　　 本時のねらいを確認する

❶運動の行い方を知る

❹新たな課題に取り組む

❷課題を把握する

❸課題解決を図る

【展開】

〇単元前半で評価した項目が、単元終盤までによりよく変容していくように、指導の充実や改善を図るための評価とする。
〇教師の指導改善を図るとともに、生徒自身が自らの学びを振り返り、次の学びに向かうことができるようにするために、「何を教えるのか」「どのように教えるのか」
といった、指導内容や指導方法等と関連付けて評価を進めていく。
〇学習評価を「生徒の学習改善につながるもの」として活用するために、育成を目指す資質・能力毎に、評価情報を、どのような方法で、どのタイミングで生徒にフィー
ドバックすることが効果的であるかを考慮して、指導と評価の計画を作成していく。

「知識及び技能」「思考力，判断力，表現力等」「学びに向かう力，人間性等」をバランスよく配置する




